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雇用率推移

・2012年より、法定雇用率の数値以上で推移。
・98％が物流事業での採用となっている。
・2023年と2024年の比較で、精神障がいと
知的障がいが人数増となっている。
・65％が知的障がい、25％が精神障がい、10％
が身体障がいの雇用となっている。
・全体の40％が福岡県での雇用となっている。

2.61% 2.98%
2.74%

3.31%

3.11%

3.38%

3.18%

3.66%

4.62%
5.37%

6.05%

5.70%

5.97%

0%

2%

4%

6%

8%

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

法人全体の障害者雇用率 雇用率 法定雇用率



CONFIDENTIAL © ASKUL LOGIST Corp. 2019 All Rights Reserved

福岡物流センターの在籍数

会社見学⇒（体験・応募前）実習（３回）⇒応募⇒面接⇒採用の流れで応募者に対しての採用率は12年
間で、ほぼ採用となっている。
※特別支援学校、支援機関との連携を密に行うことで、安定した雇用が実現。
※職務内容は、物流倉庫内での業務全般になり、それぞれの特性に合わせて配置を決定している。

福岡DATA
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採用方法

特別支援学校＿インターンシップ事前面談打ち合わせ

インターンシップ事前＿本人面談

インターンシップ開始

インターンシップ期間終了

採用面接

採用＿入社前事前説明会

・期間、時間の設定
・実習内容
・本人情報確認

・期間中の目標確認
・質疑応答

・期中毎日反省会の実施
・体験教育の実施（特性確認、興味のある作業の探り）
・保護者参観

・就労意欲の再確認
・志望動機の確認
・入社後の目標確認

・入社後の育成プラン提示
・支援協力依頼
・ジョブコーチ依頼

入社式



CONFIDENTIAL © ASKUL LOGIST Corp. 2019 All Rights Reserved

複数回の実習の効果と障害者の能力開発

各人の初回実習時を100％とすると、2回目では101-145%（平均116%）、3回目では109-155%
（平均132%）と、実習時の作業性はより高まる傾向にある。

福岡DATA
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複数回の実習の効果と障害者の能力開発

一方で、コロナの影響で実習回数が減ったときは、作業性が落ちていた。

福岡DATA
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その他の特徴

内容 当社

仕事の内容 特定業務を固定することなく、特性にあわせて配置検討していく。

給与 他社員と同様に評価しているので、それぞれに異なり、また昇給している場合もある。
昇格して、リーダー等の役割を担っている場合もある。

支援機関連携 職場適応援助者（ジョブコーチ）は、企業在籍型を配置することはなく（資格取得者
はあり）、配置型と訪問型のペア支援で活用している例が多い。

採用ルート 求人媒体や人材紹介で採用するケースはほとんどなく、支援機関からの紹介もしくは、
ハローワークからの採用が基本になっている。

産業医連携
（福岡）

月に１回の産業医面談を産業医の指示および本人希望で実施している。平均で１０〜
１５名／月の社員が健康相談を実施している。
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今後の展望

①医療共同体と支援共同体の連携強化

②企業間連携の推進


